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国
労
東
日
本
本
部
は
２
月
１
１
日
（
土
）
、
長

野
市
内
に
於
い
て
第
２
９
回
拡
大
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
拡
大
委
員
会
は
、
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用

問
題
」
が
昨
年
終
結
し
、
新
た
な
闘
い
の
節
目
の

な
か
で
の
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
３
月
１
１
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

は
大
き
な
傷
を
跡
し
、
と
り
わ
け
福
島
第
一
原
発

事
故
は
依
然
と
し
て
収
束
を
見
せ
な
い
な
か
、
反
・

脱
原
発
・
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
へ
の
転
換

が
急
務
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
し
た
状

況
の
も
と
で
、
昨
年
１
月
に
提
案
さ
れ
た
「
人
事
・

賃
金
制
度
の
見
直
し
」
は
、
最
終
修
正
提
案
が
さ

れ
本
年
４
月
１
日
実
施
と
い
う
前
提
で
施
策
が
進

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
検
修
外

注
化
」
「
駅
業
務
委
託
の
拡
大
」
は
、
安
全
・
安

定
輸
送
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
も
の
で
あ

り
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
や
Ｇ
Ｓ
社
員
の
雇
用
問
題
も

含
め
、
「
職
場
目
線
」
を
軸
に
山
積
す
る
課
題
に

つ
い
て
総
団
結
・
総
結
集
し
て
取
り
組
む
こ
と
を

確
認
し
拡
大
委
員
会
を
終
え
ま
し
た
。

赤

沼

水

戸

地

方

委

員
が

発

言

は
じ
め
に
震
災
・
原
発
関
連
つ

い
て
現
在
、
い
わ
き
以
北
は
広
野

駅
ま
で
、
12
月
21
日
に
原
ノ
町
〜

相
馬
駅
間
が
開
通
し
ま
し
た
。
被

爆
問
題
や
震
災
被
害
も
含
め
配
置

変
え
に
伴
い
生
活
環
境
の
変
化
し

不
安
の
声
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
本
部
は
、
余
儀
な
く
単
身
生

活
を
送
っ
て
い
る
組
合
員
と
当
該

分
会
代
表
を
対
象
に
「
転
勤
者
交

流
集
会
」
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。

ま
た
、
「
脱
原
発
連
絡
会
議
」
を

設
置
し
大
衆
運
動
の
強
化
と
、
各

職
場
か
ら
放
射
線
量
へ
の
不
安
や

家
族
と
共
に
生
活
出
来
る
環
境
を

と
い
っ
た
内
容
の
申
し
入
れ
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

次
に
試
験
制
度
に
つ
い
て
で
す
が
、

和
解
後
「
和
解
の
実
効
性
の
確
認
」

と
「
２
等
級
か
ら
の
底
上
げ
」
を

基
本
と
し
て
各
職
場
で
の
議
論
を

つ
み
重
ね
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
和
解
と
い
う
根
拠
を
も

と
に
「
正
常
な
労
使
関
係
の
構
築
」

に
つ
い
て
本
部
・
本
社
間
の
交
渉
、

地
方
も
連
動
し
て
申
し
入
れ
を
基

本
に
置
き
、
機
会
あ
る
事
に
求
め

て
き
た
経
過
も
あ
り
国
労
全
体
の

成
果
・
和
解
の
実
効
性
を
感
じ
て

い
ま
す
。
今
後
も
「
労
働
者
と
し

て
の
見
方
」
を
基
本
に
「
安
定
し

た
雇
用
」
「
労
働
条
件
改
善
」

「
労
働
者
の
利
益
拡
大
」
を
追
求

闘

い

の

展

開

①
各
級
機
関
は
、
第
２
９
回

東
日
本
本
部
拡
大
委
員
会
で

決
定
し
た
方
針
を
各
地
方
委

員
会
、
集
会
等
を
通
じ
て
全

組
合
員
に
徹
底
す
る
。

②
２
０
１
２
年
春
闘
と
労
働

者
派
遣
法
の
抜
本
改
正
や
交

通
基
本
法
制
定
運
動
の
取
り

組
み
を
結
合
さ
せ
、
政
策
・

制
度
要
求
の
実
現
に
向
け
、

全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
。

③
２
月
８
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
「
新
賃
金
要
求
」
を
申
し

入
れ
、
そ
の
実
現
に
向
け
職

場
・
地
域
で
の
闘
い
、
団
体

交
渉
、
大
衆
行
動
な
ど
に
全

力
を
あ
げ
る
。

④
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
正
常
か

つ
健
全
な
労
使
関
係
確
立
、

国
労
組
織
の
強
化
・
拡
大
に

む
け
、
全
力
で
取
り
組
む
。

⑤
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立

の
取
り
組
み
を
各
級
機
関
で

強
化
す
る
。
４
月
の
Ｉ
Ｔ
Ｆ

国
際
鉄
道
統
一
行
動
を
創
意

工
夫
し
て
取
り
組
む
。
ま
た
、

４
月
２
５
日
の
国
労
「
安
全

確
立
行
動
日
」
に
は
、
主
要

駅
頭
宣
伝
行
動
等
を
全
国
統

一
で
取
り
組
む
。

⑥
第
１
３
回
野
球
大
会
を
５

月
１
７
日
（
木
）
・
１
８
日

（
金
）
に
開
催
す
る
。

⑦
第
８
３
回
メ
ー
デ
ー
の
成

功
に
む
け
て
積
極
的
に
参
加

す
る
。

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
制
度
が
次
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
新
制
度
に
置
い
て
も
労

働
組
合
を
必
要
と
し
な
い
本
質

は
変
わ
ら
ず
、
東
日
本
本
部
が

「
協
定
化
」
に
つ
い
て
は
、
こ

の
間
の
闘
い
の
経
過
を
文
書
化

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し

て
文
書
化
し
た
内
容
を
労
働
組

合
と
し
て
活
す
運
動
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
組
織
強
化
・
拡
大
の

闘
い
は
、
水
戸
地
本
と
し
て
初

め
て
新
規
採
用
者
の
加
入
が
あ

り
ま
し
た
。
加
入
し
た
中
村
く

ん
は
積
極
的
に
国
労
運
動
に
参

加
し
、
他
地
方
本
部
と
も
交
流

を
図
り
自
ら
の
見
聞
を
広
め
て

い
ま
す
。
地
方
本
部
と
し
て
も
、

組
織
対
策
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

全
分
会
に
組
織
対
策
委
員
会
の

設
置
を
指
示
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、

最
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
組
織

拡
大
に
向
け
最
大
限
の
運
動
を

展
開
し
て
行
き
ま
す
。

■第１６７回拡大地方委員会

■３月３日（土）１０時～

■ＪＲ水戸支社付属３階会議室

■議題①当面する闘争方針

②その他

第１６７回拡大地方委員会を開催し、

反合理化、組織拡大、２０１２年春

闘等の方針を確立すること


